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美術講演会

○「練上の系譜―康成から康陽へ」
松井康成の制作と作品について、長男であり陶芸家である松井康陽氏

からお話を伺います。

■講 師 松井 康陽 氏 （松井康成長男・陶芸家）

■聞き手 金子 賢治 （茨城県陶芸美術館長）

■日 時 ５月 １８日（土）

午後１時３０分から（午後１時開場）

■会 場 当館１階多目的ホール（聴講無料）

■定 員 １２０名（先着順・当日整理券配布）

※当日、午前9時30分より整理券を配付いたします。
電話、FAX等による事前予約はできませんのでご了承ください。

ギャラリートーク

○ 当館の担当学芸員によるギャラリートーク

■担 当： 柳田 高志（茨城県陶芸美術館 首席学芸主事）

■日 時： ５月１１日(土)午後１時３０分から

※ギャラリートーク（30分程度）の参加には観覧券が必要となります。
事前申し込みは必要ありません。

作品の解説を聞きながら企画展をゆっくりお楽しみください。

IBARAKI CERAMIC ART MUSEUM

松井康成「練上嘯裂文大壺」

1979年

茨城県陶芸美術館蔵



ワークショップ

「 練上技法に挑戦―軽量粘土で練上作品をつくってみよう」

☆松井康成は練上技法の重要無形文化財保持者として認定を受けました。
その練上技法を、軽量粘土を使って簡単に体験できるワークショップです。
作品は当日そのままお持ち帰りいただけます。

■募集定員 午前・午後 各回２０名

■日 時： ６月１日（土）

①午前の部１０：００～１２：００（受付 ９：４５～）
②午後の部１３：３０～１５：３０（受付１３：１５～）

■対 象：小学生～一般 ※参加には当日の企画展入場券が必要です。

■受付締め切り：５月２５日(土) ※先着順です。定員になり次第締め切りとなります。

■その他：汚れても良い服装、手ふきタオルなどをご持参ください。

★申込方法：ワークショップ「練上技法に挑戦ー軽量粘土で練上作品をつくってみよう」

への参加を希望される方は電話又はファックスで事前にお申し込みください。

（各回先着順）

Fax ０２９６（７０）００１２

※各回定員20名。先着順です。

◎ＦＡＸでのお申し込みは下欄に記入してお送りください。（後程、確認の連絡をさせていただきます。）

希望日時(①or②) 参加希望者氏名 電話・FAX

電話番号

( 歳)

ＦＡＸ番号

( 歳)

〒 住 所

問い合わせ 茨城県陶芸美術館 ＴＥＬ：０２９６－７０－００１１
IBARAKI CERAMIC ART MUSEUM


